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サービス管理責任者の資格要件 
 

 

 

 

 

 

 
 

※OJT（オン・ザ・ジョブ・トレーニング） 実際の職務現場で業務を通して行う教育訓練のこと。 

※サービス管理責任者基礎研修・実践研修・更新研修は、児童発達支援管理責任者研修の同等の研修

の受講をもって修了していることとできる。 

※平成３０年度まで実施していた「サービス管理責任者研修」を修了し、令和５年度末までにサービス管

理責任者更新研修を修了している場合、研修要件を満たす。 

※令和３年度末までに「基礎研修修了者」となり、なおかつ実務経験要件を満たしている者は、サービス

管理責任者とみなされる。ただし、基礎研修修了者となった日から３年以内に実践研修を修了する必

要がある。 

※以下 3つの条件を全て満たす場合、OJTの期間を 2年から 6か月に短縮することができる。 

① 基礎研修の受講開始時に、サービス管理責任者の実務経験要件を満たしていること 

② 事業所で個別支援計画（原案）の作成業務に従事すること 

（２人目以降のサービス管理責任者として、個別支援計画の原案の作成までの業務を行う場合、

やむを得ない事情（病気による急な退職等）によりサービス管理責任者が不在となる事業所で、

「みなし配置」によりサービス管理責任者の業務を行う場合） 

③ ②の業務に従事することを、指定権者（札幌市）に届け出ていること 

（２人目以降の配置の場合「個別支援計画原案作成従事者届」、みなし配置の場合「変更届」） 

【実務経験】 
 

障がい者の保健・医療・福祉・就労・教

育の分野における支援業務（相談支援

または直接支援の業務）の実務経験 
 

３～8年 

※該当する資格の有無により異なる 

（別紙参照） 

＋ 

【研修】 
 

相談支援従事者初任者研修 

＋ 

サービス管理責任者基礎研修 
 

※受講の順番は問わない 

※両方の研修を修了したものを「基礎

研修修了者」と呼ぶ 

↓ 

2年以上の相談支援又は直接支援の業務（OJT）の実務経験 

※6か月間に短縮となる特例あり 

↓ 

サービス管理責任者実践研修 

↓ 

サービス管理責任者の資格要件を満たす 

↓ 

5年ごとに サービス管理責任者更新研修 


